
 

 

 

 

つじなか便り 

院長 辻中 まさたけ 

辻中医院をもっと身近に感じていただくために「つじなか便り」を毎月発刊してつ

いに300号となる。つまり第1号発刊から25年、四半世紀の月日が経ったという

ことになる。25 年という月日の間に、医療を取り巻く世の中の情勢は勿論のこと、

患者さんは知らぬ間に親から子供へと世代が変わり、支えてくれるスタッフ、そして

私自身も大きく変わった。文字では僅か4文字ではあるが、そのたった4文字のなか

にはとてつもないドラマや歴史が詰め込まれている。私は辻中医院という舞台で楽し

いこと、つらいことを経験させてもらった。以前にこの便りの院長の話のなかで「今

は昔」というタイトルで、今はすでに昔の話ではあるが、という内容を書いたことが

あるが、その話でさえ今となってはとても懐かしく感じる。今、書いている文章も時

がたてばきっと同じように懐かしく感じる時が来るに違いない。 
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↑   終戦記念日の靖国神社 （平和を祈念して） 

「継続は力なり」 

思いは時間が経てば信念となり、人々に安心感を生むとともに賛同がより得られ

やすくなる。私は信じたい。              令和３年８月２３日 

 

８月３日に千寿製薬による点 

眼薬の指し方についての勉強 

会がありました。２種類以上 

の点眼薬を使用する時は間隔 

を最低でも５分は空けなけれ 

ばいけません。その理由としては間隔を空けずに使用すると、最初に点眼した薬

が２回目に点眼した薬によって流されてしまい効果が無くなってしまうからです。 

 また、上手く点眼が出来ない方が多く見えます。うまく点眼薬を使用するコツ

は点眼薬を３本の指でまっすぐ持ち、首を曲げながら指すと失敗しにくいです。

ぜひ参考にしてみてください。                 文責 久世 
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往診・訪問診療をご希望の方は 

院長までご相談ください。 
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当院手術室の顕微鏡が新しくなりました。 

 

 

・照明の部分が色調が異なる３つのＬＥＤモジュールから 

選ぶことができます。 

その為、手術中全体を通した鮮明な 

視認性になります。 

 

 

 

 

・６倍広い安定した徹照領域 

徹照領域が拡大され、手術中のあらゆる場面で 

より高い視認性を実現します。 

 

 

 

 

・深い焦点深度 

 前眼部および後眼部、両方の手術中において 

 フォーカス調整の頻度を大幅に軽減にしました。 

 

・細部にわたる高い鮮明度と高いコントラストにより 

 的確な治療をサポートします。 

 

 

 

 

 

                                    文責 安田 


